
「回答集」とは，ワークブック中に「考えてみよう」「記入してみよう」「つくってみよ
う」と指示がある設問について，その回答例と関連する情報を記載した資料である．

「防災まちづくり・くにづくり 学習ワークブック」の普及に向けて
— 指導者用補助資料の作成 — ああ

京都大学大学院工学研究科 都市社会工学専攻 小野寺哲也

はじめに

2．「回答集」

政府は，「防災まちづくり・くにづくり学習」の展開を支援する目的で，学習ワークブック「防災まちづくり・くにづくりを考える」を制作・発行してい
る．その全国的かつ継続的な展開のためには，現行の学習指導要領の中に防災教育を適切に位置付けた上で，教材の活用方法や授業展開例などが教育現場
に提供される必要があると考えられる．そこで本発表では，学校教育現場との協働により，8名の小学校教諭，高等学校の教諭及び，教育学部の大学教授
の助言の元，学習ワークブック「防災まちづくり・くにづくりを考える」の指導者用補助資料として作成した，以下の3点の資料について紹介する．

1．「指導の手引き」

・「知識」は最低限必要なものであり，「～を説
明できる」という形の語尾でその到達目標を表現
している．

・「能力」は，知識だけでは対処することができ
ない想定外の事態に対応するための力を指し，例
えばコミュニケーション能力，想像力，決断力，
問題を同定する力，相対する利害関係に折り合い
をつける力など様々な例が挙げられる．「想像す
る」の一種類ばかりを挙げるなど通り一遍になら
ず，多種多様な力を身につけることを目標に掲げ
ている．

・「実践力」は，授業を受けた児童がその経験を
実生活に活かしてゆく力を指し，ワークブックや
学校での授業という枠組みを超えて，取り組むべ
き課題を目標として掲げている．

「展開例」を詳細に書きすぎてしまうと，授業の中身
を規定し一斉授業を助長してしまうおそれがある．そ
のため，授業の自由度を高め活用の幅を広げる意味で
も，ここでは授業の大まかな展開を示す程度にとどめ，
時間配分や内容の詳細を書くことは控えている．

小中高の『学習指導要領』に基づき，
このページと関連のある教科・単元
名の一覧を紹介している．

このページを活用した授業を展開す
る際に，参考となる情報が得られる
資料（ホームページなど）を紹介し
ている，

自然災害や防災に関する専門用語に
ついて，専門的な知識のなかった教
員が授業を展開する際の拠り所にで
きるよう，学術的な知識をわかりや
すく解説している．

「指導の手引き」とは，教員がワークブックを用いた授業を組み立てる際の手助けとなる情報を記載したものである．現場教員の意見を踏まえ，ワーク
ブックの項目ごとに，「目標」，「関連する教科・単元名」，「準備」，「展開例」，「ヒント」，「資料の活用」，「知識の補足」，「板書例」などを
盛り込んだ．

専門知識を有さない教員にも
わかりやすいように，その設
問の意義や背景についても説
明している．

単に回答例を箇条書きにする
のではなく，周辺知識を盛り
込んだり，かんたんな解答か
ら高度な内容を含む回答まで
様々な例を提示することで，
小学校低学年から高校生の幅
広い層に対応できるよう工夫
している．

「指導の手引き」の作成において助言を受けた授業展開例の詳細版として，小学校高学年
を対象とした全9校時から成る「授業プログラム」を作成した．

3．「授業プログラム」

前半4校時目までは，「防災ま
ちづくり・くにづくり学習」
の基本である，災害をリアル
に「想像させる」ことをねら
いとしている．

ワークブックを用いた授業プログラム(小学校高学年向け) 

 

1. 題材名：地域の自然災害と防災まちづくり 

 

2. 題材の目標：自分の住む地域とかかわりのある自然災害について知り，それらに強いまちとはどんなまちか 

考える． 

 

3. 単元指導計画(全 9 時) 

時数 学習活動 指導上の留意点 教材 

1/9 ○これからの学習目

標について知る． 

○私たちのまちやく

らしのなかで，自然か

らどのような恵を受

けているか考える． 

○大雨とそれに関連

する災害について学

ぶ． 

○単に地域の自然災害について勉強するにとどまら

ず，これから私たちがどのようなまちをつくっていく

べきかという点まで考えるということを伝える． 

○いきなり自然災害の猛威ばかりを伝えることで、自

然そのものを恐怖の対象と見なしてしまわないよう

に，まずは自然からの恵について学ぶ． 

○大雨について学ぶ際には，自分たちの地域で過去に

実際に起きた災害の様子を収めた映像や写真などを

見せることで，よりリアリティをもたせることができ

る． 

○大雨に関する

写真や動画 

○ワークブック

(P.2～5) 

2/9 ○地震とそれに関連

する災害について学

ぶ． 

○自分たちの地域で過去実際に起きた災害の様子を

収めた映像や写真などを見せることで，よりリアリテ

ィをもたせることができる． 

○地震に関する

写真や動画 

○ワークブック

(P.6～7) 

3/9 ○イラスト地図を見

て，どこが危険な場所

か考えてみる． 

○ワークブックに記載のイラスト地図を題材として，

自然災害はどこで起こり得るのか，そして自然災害が

起こるとどうなってしまうのかを想像させる． 

○ワークブック

(P.14～15) 

4/9 ○わたしたちのまち

で過去に起きた自然

災害を知り，実際の地

図をみてどこが危険

なのか考えてみる． 

○前時での演習をもとに，実際に児童たちが暮らすま

ちの地図を見ながら危険な場所を想像させる． 

○時数に余裕のある場合は，別途時間を設けて危険だ

と考えられる場所を実際に見に行くことができると

よい． 

○地域の災害年

表 

○学区の地図 

○地域のハザー

ドマップ 

5～6/9 ○災害に強いまちを

つくるためにはどう

すればよいか学ぶ． 

○ワークブックを参照しながら，災害に強いまちをつ

くるための基本的対策・まちの構造・災害後の回復の

３点それぞれについて学ぶ． 

○ワークブック

(P.12～15，18) 

7/9 ○イラスト地図を用

いて，災害に強いまち

をつくってみる． 

○ワークブック中の白地図を用いて，災害に強いまち

を自分なりに考え作成させる．ただし，ただ災害に強

いだけでなく，平時の快適な暮らしとも両立させるこ

とを教示する． 

○ワークブック

(P.16～17) 

8～9/9 ○わたしたちの住む

まちを災害に強くす

るには，どうすればよ

いか考えてみる． 

○今度は実際の学区の地図を用いながら，児童たちの

住むまちをより強いまちにするための方法を考える． 

○意見を提案としてまとめ自治体に提出するなど，行

政との連携を最終的な目標とする． 

○学区の地図 

○ハザードマッ

プ 

5校時～7校時目までは，各種
災害に対する対策を学ばせる
ことをねらいとしている．

8校時～9校時では，児童生徒
の住むまちを災害に強い「ま
ち」にするためのより望まし
い方策を，地域の行政に対し
て提案させることをねらいと
している．


